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（文責本人）  （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

業
は
幅
が
広
が
り
、
農
業

は
技
術
供
与
に
よ
り
生
産

性
が
向
上
す
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
。
若
者
た
ち

が
交
互
に
行
き
交
う
こ
と

で
、
波
及
効
果
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
と
な
る
。

　

そ
の
中
で
行
政
は
、
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
し
て
役

割
を
果
た
し
た
い
。

問�

　
４
月
か
ら
設
置
し
た
国

際
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
経

緯
と
役
割
は
。

答
（
市
長
）�

　

国
際
化
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
様
々
な
施
策
を

展
開
し
て
お
り
、
今
年
１

月
に
独
立
行
政
法
人
国
際

協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

東
北
セ
ン
タ
ー
と
連
携
覚

書
を
締
結
し
、
そ
の
覚
書

に
基
づ
い
て
国
際
化
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
設
置
し
た
。

　

市
民
の
不
安
解
消
な

ど
、
内
外
の
動
き
を
感
じ

取
り
、
国
際
理
解
、
多
文

化
共
生
、
産
業
振
興
な
ど

で
国
際
化
を
進
め
て
い

く
。問�

　
民
間
企
業
の
海
外
展
開

に
向
け
た
支
援
と
は
。

答
（
市
長
）�

　

市
内
に
は
特
許
や
特
殊

技
術
を
持
つ
企
業
が
あ

る
。皆
が
一
緒
に
な
っ
て
、

世
界
に
市
場
を
拡
大
し
て

い
く
方
法
を
見
つ
け
た

い
。
ア
ジ
ア
の
国
々
は
人

口
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
世

界
の
中
心
に
な
っ
て
い

く
。
建
設
業
や
自
動
車
産

市
長	

グ
ロ
ー
バ
ル
と
は

	

「
地
域
の
プ
ラ
イ
ド
」
を
築
く
こ
と
で
あ
る

菊池 美之 議員

遠
野
の
国
際
化
を
ど
う
描
く

今後の観光推進施策

一問一答方式

問�

　
観
光
振
興
の
一
翼
を
担

う
地
域
活
性
化
起
業
人
２

名
は
、
ど
の
よ
う
な
業
務

を
担
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

２
名
の
う
ち
１
名
は
観

光
営
業
広
報
策
と
し
て
、

漫
画
を
活
用
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

情
報
発
信
に
取
り
組
み
、

も
う
１
名
は
、
観
光
協
会

の
支
援
で
、
主
に
教
育
旅

行
の
企
画
販
売
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

５
月
30
日
に
、
淑
徳
大

学
と
の
間
で
締
結
し
た
地

域
創
生
に
関
す
る
連
携
協

定
に
よ
っ
て
、
淑
徳
大
学

の
校
外
研
究
を
誘
致
し

た
。問�

　
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ボ

ー
ド
遠
野
と
※
観
光
地
域

づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

と
の
関
わ
り
は
ど
う
な

る
。答

（
市
長
）�

　

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ボ

ー
ド
遠
野
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
母

体
と
な
る
組
織
で
あ
る
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
遠
野
ふ
る
さ
と

商
社
に
設
置
す
る
予
定
で

あ
り
、
観
光
戦
略
の
企
画

立
案
を
担
う
。
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
ボ
ー
ド
は
そ
の
意
思

決
定
や
進
行
管
理
、
情
報

共
有
、
資
金
調
達
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
観
光
の
発

展
自
立
を
目
指
し
て
い

く
。

市長 	「住んで良し　訪れて良し」のまちづくりを進める

問�

　
遊
休
農
地
の
解
消
対
策

は
。答

（
農
業
委
員
会
会
長
）�

　

農
地
の
利
用
状
況
調
査

を
行
い
、
遊
休
農
地
へ
菜

の
花
や
エ
ゴ
マ
の
植
栽
を

継
続
し
解
消
を
図
っ
て
い

る
。

問�

　
新
規
就
農
者
の
発
掘
状

況
は
。

答
（
農
業
委
員
会
会
長
）�

　

昨
年
度
は
１
名
で
あ
っ

た
。問�

　
新
規
就
農
し
た
ホ
ッ
プ

農
家
は
農
地
の
集
約
、
団

地
化
が
必
要
と
言
わ
れ
て

い
る
。
意
見
交
換
は
行
わ

れ
た
か
。

答
（
農
業
委
員
会
会
長
）�

　

ホ
ッ
プ
農
家
と
の
意
見

交
換
は
行
っ
て
い
な
い
。

問�

　
今
農
業
現
場
は
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
る
、
市
等

へ
農
地
利
用
の
最
適
化
等

意
見
書
は
提
出
さ
れ
て
い

る
か
。

答
（
農
業
委
員
会
会
長
）�

　

意
見
書
は
提
出
し
て
い

な
い
。

問�

　
黒
毛
和
牛
の
子
牛
価
格

低
迷
対
策
に
向
け
て
育
種

改
良
及
び
飼
料
等
の
自
給

率
の
向
上
を
、
さ
ら
に
は

遠
野
牛
乳
の
ブ
ラ
ン
ド
化

な
ど
も
表
明
し
て
い
る
そ

の
進
捗
状
況
は
。

答
（
市
長
）�

　

育
種
改
良
は
県
外
か
ら

優
良
血
統
牛
の
導
入
及
び

市
内
の
優
良
血
統
牛
保
留

の
両
面
で
考
え
て
い
る
、

飼
料
の
自
給
率
向
上
は
農

地
を
集
積
し
牧
草
や
デ
ン

ト
コ
ー
ン
Ｗ
Ｃ
Ｓ
等
の
作

付
け
拡
大
を
図
る
。

　

牛
乳
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

つ
い
て
は
苦
戦
し
て
い
る
。

問�

　
育
種
改
良
を
図
る
に
は

最
低
で
も
３
年
は
か
か
る
。

　
私
は
、
市
内
の
優
良
血

統
牛
か
ら
生
ま
れ
た
子
牛

の
ゲ
ノ
ム
検
査
に
補
助
し

優
良
子
牛
を
保
留
し
た
方

が
速
い
育
種
改
良
と
考
え

る
が
、
し
か
し
今
は
飼
料

等
の
価
格
高
止
ま
り
へ
の

対
策
こ
そ
が
必
要
と
思
う

が
。答

（
市
長
）�

　

乳
牛
雄
子
牛
等
の
出
荷

時
に
１
頭
当
た
り
３
万
円

ヌ
レ
子
の
支
援
は
継
続
す

る
。
ま
た
肥
料
高
騰
へ
の

助
成
も
続
け
る
、
配
合
飼

料
に
つ
い
て
は
国
・
県
の

支
援
が
充
分
で
な
か
っ
た

場
合
は
対
応
を
す
る
考
え

で
あ
る
。

問�

　
育
種
改
良
を
図
る
に
は

獣
医
師
、
人
工
授
精
師
の

確
保
が
課
題
と
な
る
が
現

状
は
。

答
（
市
長
）�

　

獣
医
師
は
現
在
５
名
、

近
隣
の
診
療
所
か
ら
応
援

を
頂
く
体
制
で
あ
る
。
人

口
授
精
部
門
は
畜
産
農
家

の
ほ
か
Ｊ
Ａ
で
対
応
し
て

い
る
。

問�

　
令
和
６
年
４
月
に
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
で
は
獣
医
師

部
門
の
縮
小
、
人
工
授
精

師
部
門
を
廃
止
と
聞
く

が
。答

（
市
長
）�

　

獣
医
師
等
人
材
確
保
は

待
っ
た
な
し
。Ｊ
Ａ
花
巻
、

遠
野
市
が
一
体
と
な
っ
て

補
完
し
て
行
く
考
え
で
あ

る
。

市
長	

育
種
改
良
を
進
め
る 佐々木 敦緒 議員

遠
野
畜
産
の

　

未
来
に
つ
い
て

一問一答方式

農地利用の最適化は
農業委員会会長 	
　農地の利用状況調査を行っている

飼料価格が高止まりで大変

教
育
文
化
振
興
財
団
提
供

英
語
は
勉
強
す
る
の
で
は
な
く

遊
び
な
が
ら
覚
え
る
も
の

淑徳大学との連携協定締結 遠野市提供

※�

観
光
地
域
づ
く
り
法
人

　
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

　

地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き

出
す
と
と
も
に
地
域
へ
の
誇
り

と
愛
着
を
醸
成
す
る
地
域
経
営

の
視
点
に
立
つ
司
令
塔
。


